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１ はじめに 

『税金はなぜ必要か？』 

「国や地方公共団体（都道府県・市町村）は，私たちが健康で豊かな暮らしができるように，民間 

 企業を補い，民間企業では供給されにくい施設（社会資本）やサービス（公共サービス）の提供 

など，さまざまな活動を行っています。その活動のために費用をまかなっているのが私たちの「税 

金」です。」（中学校社会科用学習資料『私たちの暮らしと税』平成 29年度版抜粋 下線は筆者） 

   近年日本では，国立社会保障・人口問題研究所の推計によると，世界にも類を見ないほど高齢化

率が進み，超高齢社会を迎えている。このような実情から，年金や医療などの社会保障費が増大し，

財政を厳しいものにしている。このような社会保障費は，私たちの「税金」から賄われている。 

こうしたことを踏まえ，税金の必要性について理解することは，私たち国民にとって重要なこと

である。つまり将来納税者となる生徒が税金の必要性について考えさせ，理解することは「持続可

能な社会」を実現させていく上で最も重要であると考える。 

また将来生徒たちが，国民の三大義務の中の一つである「納税の義務」を果たすために，租税教

育は重要であると考える。 

 

２ 生徒の実態 

   本校は，全校生徒 96名（各学年１学級，特別支援学級１学級）の小規模校である。 

   実践授業を行う３年生は，男子 17 名，女子 16 名，計 33 名の学級である。校内研究の大きな柱

である「協同学習（小集団による学び合いによるグループ学習）」，社会科の授業での重点指導事項

である「書くこと」による表現力の育成等において，学習課題について，意欲的に考える生徒が多

い。 

   本単元を実施するにあたり，税について実態調査を行った。結果は下記の通りである。 

１ 現在（H29.7.7現在）消費税は何％ですか？ 

  ・8％…29名 ・無回答…3名 

２ 消費税以外にどんな税がありますか？（複数回答可） 

  ・たばこ税…11 名 ・所得税…8名 ・関税…6名 ・酒税…5名 ・住民税…3名 

・自動車税…2名 ・無回答…21名 

３ 税はどのように使われていると思いますか？（複数回答可） 

  ・社会保障関係費（医療や年金）…26名 ・教育関係費（学校などの予算関係）…17名 

  ・公共事業関係費（道路工事などインフラ整備）…11名 ・無回答…6名 

４ 近い将来（H31.10.1予定）消費税が 10％（H29.7.7現在）になります。このことについてあな

たはどのように思いますか？（選択回答） 

  ア．増税に賛成…3名       イ．増税に反対…17名 

ウ．増税はやむをえない…6名   エ．よくわからない…6名   オ．その他…0名 

平成 29年 7月 7日実施 回答数男子 16名，女子 16名，計 32名（欠席 1名） 

   税金の種類について，消費税は多くの生徒は知っているものの，その他の税については，知らな

い生徒が多い。一方，以前の単元の「現代社会の特色と私たち」（「少子高齢化」）について，医療や

年金などの社会保障関係費が増加していく傾向があることを学習し，その経費に税金が多く使われ

ていることについて生徒は理解していると考えることができる。 
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３ 指導にあたって 

   私たちの社会を支える税の必要性について考えさせ，理解させた上で，「納税の義務」を果たし，

「持続可能な社会」の形成に貢献できる社会の一員としての資質を向上させていきたいと考える。 

  そこで以下の手立てで，指導にあたっていく。 

（１）税についての関心を高める。 

   様々な資料や動画の活用 

   ①国税庁＞税の学習コーナー＞ビデオライブラリー＞ご案内します アナザーワールドへ 

   ②中学校社会科用学習資料『私たちの暮らしと税』平成 29年度版 

（２）税についての理解を深める。 

   教師の授業（私たちの生活と財政） 

   ①財政の仕組み（歳入・歳出） ②様々な税金（税の種類） ③税の公平性（累進課税） 

（３）納税者としての意欲を高める。 

   関係機関との連携 

①中学生の「税についての作文」 ②ゲストティーチャー（以下ＧＴ）による出前授業 

 

４ 指導計画 【単元名 「税について考える」 ５時間扱い】 

時間 目標 具体的な学習活動 指導上の留意点 

１ ・財政や税の仕組みを知り，税金

に対する関心を高める。 

・動画から財政や税の仕組みを知

り，関心を高める。 

・動画の内容について，資料など

を活用し，補足説明し，関心を

高める。 

・動画については，国税庁＞税の

学習コーナー＞ビデオライブ

ラリー＞ご案内します アナ

ザーワールドへを活用する。 

・資料については，中学校社会科

用学習資料『私たちの暮らしと

税』平成 29年度版を活用する。 

２ ・財政の仕組み（歳入・歳出），税

の種類についての理解を深め

る。 

・教科書や資料を通して，財政の

仕組み（歳入・歳出），税の種類

についての理解を深める。 

・資料については，中学校社会科

用学習資料『私たちの暮らしと

税』平成 29年度版を活用する。 

３ ・累進課税による税の公平性や逆

進性についての理解を深める。 

・所得税や相続税には，累進課税

の方法が採られ，消費税などの

間接税には，税負担の逆進性が

あることについて理解を深め

る。 

・「公正」の観点からより良い税の

課し方について考える。 

４ ・税についての個人のまとめ等を

行い，納税者としての意欲を高

める。 

・持続可能な社会の実現のため，

税についてどんな工夫をした

らよいか考える。 

・「税についての作文」を書く。 

・「税についての作文」について

は，夏季休業中の課題とする。 

５ 

（本時） 

・税について考えたことをグルー

プで共有し，納税者としての意

欲を高める。 

・ＧＴを招き，「なぜ税金はおさめ

なければならないのか」を考え

る。 

・ＧＴから講話をいただき，生徒

の発表にコメントをもらう。 
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５ 実践内容（※５時間目：ＧＴを招いての実践授業から 平成 29年 9月 8日 6校時実施） 

段階 教師の働きかけ 形態 学習活動 具体的な指導や留意点 ※資料 

導入 

３ 

分 

１ 前時の学習を振り返らせ

る。 

一斉 １ 自分の記入した内容や友

人が記入した内容を見て

学習内容を振り返る。 

・前時の学習課題 

「持続可能な社会の実現のため，税に

ついてどんな工夫をしたらよいか」 

 

展開 

４２ 

分 

 

２ ＧＴによる講話を聞かせ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一斉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ ＧＴによる講話を聞く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ＧＴと事前に打ち合わせを行い，講

話内容及び流れを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ ＧＴの講話を受け，学習

課題について，考えさせ

る。 

 

 

 

 

 

 

個人 

 

 

３ ＧＴの講話を受け，学習

課題について，考える。 

 

・前時の資料等も参考にさせる。 

 

 

４ 学習課題について考えた

ことを発表し，意見をま

とめさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

小集団 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 学習課題について考えた

ことを発表し，意見をま

とめる。 

 

 

 

 

 

 

 

・小集団の話し合いの様子を見守り，

質問等があれば，対応する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 学習課題について考えた

ことをグループごと，全

体で発表させる。 

 

一斉 

 

 

 

５ 学習課題について考えた

ことをグループごと，全

体で発表する。 

 

・発表者側 

 全体に聞こえるように発表する。 

・聞く側 

 発表する人を向く。 

学習課題「なぜ税金はおさめなければならないのか」（まとめ） 
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・最後にＧＴより，講評をいただく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終末 

５ 

分 

６ 本日の学習の振り返りを

行わせる。 

個人 

↓ 

全体 

６ 本日の学習の振り返りを

行う。 

・本日の学習について，学んだこと 

を何名かの生徒に発表させる。 

 

学習課題「なぜ税金はおさめなければならないのか」（まとめ） グループで協議の結果 

（※原文のまま） 

１班 ・税金は人間としてある程度不自由にならないために納めなければいけないものだ

と思った。 

   ・国民の生活を便利にするため。 

２班 ・国や人のため。 

   ・税があることで少しずつ払わなければならないことがひとりひとりのおかげで道路

の整備や学校の教育費などのお金をまかなっている。 

３班 ・国の経済や衛生環境をより良く保つため。 

   ・安心安全に過ごせる環境を造るため。 

４班 ・国民が不自由なく安全に生活を送るため。 

   ・税がないと国が成り立たないから。 

   ・国の財政を維持し，衰えさせないため。 

５班 ・最終的には自分たちのためになる。税金を納めなければ，今まで税金でまかなっ

ていたものもまかなえなくなるから，結局自分たちに周ってくることだと思うか

ら。 

６班 ・国民の一人一人が安心して安全な生活を送ることができるようにするため。 

７班 ・安全，安心な社会をつくっていくため。 

   ・これからも生活していくため。 

   ・自分の住んでいる環境を整えるため。 

   ・日本国民のため。 

８班 ・日常生活で税から成り立っているものがたくさんあるから，税がなくなったら，

不便になると思いました。 

   ・国民の生活を安定させるため。 
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６ 生徒の感想等から 

   授業の終末に，あなたにとって「税」（税以外で）とは何か，漢字１文字とその理由について考え

させた。以下はその漢字とその理由である。（※原文のまま） 

生徒名（男女別） 漢字 理由 

Ａ・Ｓ（男） 平 国民が誰でも平等に背負わなければいけない大切な義務であると考えたから。 

Ｉ・Ｔ（男） 国 国民のためにあるから。 

Ｏ・Ｔ（男） 安 安全・安心のため。 

Ｋ・Ｋ（男） 将 （無回答） 

Ｋ・Ｋ（男） 生 生きていくためにはなければないものだから。 

Ｋ・Ｋ（男） 税 税金といえば，税だと思うから。 

Ｋ・Ｔ（男） 必 税は必要不可欠なものですが，税が原因で色々な問題も起きている。 

Ｇ・Ｇ（男） 神 人々が協力し国を支え合っている。これほどまで素晴らしいことはない。 

Ｓ・Ｍ（男） 国 税金は国のためにいろんな役に立つ。 

Ｔ・Ｓ（男） 必 国や人々にとってなくてはならないものだと思ったから。 

Ｃ・Ｋ（男） 生 税金がなくては生きていけないから。 

Ｍ・Ｓ（男） 生 税金がなければ，生活ができないし，生きていけないから。 

Ｍ・Ｔ（男） 生 税は日常生活や生きる上でとても大切なことだと思った。 

Ｙ・Ｈ（男） 支 税金があることにより，学校や病院に行けるんだと思いました。 

Ｗ・Ｄ（男） 豊 豊かな生活をするために必要だから。 

Ａ・Ｎ（女） 安 税金があることによってたくさんの人が安全に暮らすことができると思ったから。 

Ａ・Ｍ（女） 為 人の為，国の為，すべてにおいて，税金は様々な事に生かされていると思ったから。 

Ｉ・Ｍ（女） 生 生きていく為には大切なものだから。 

Ｅ・Ａ（女） 支 （無回答） 

Ｅ・Ｍ（女） 助 （無回答） 

Ｏ・Ｈ（女） 安 国民の生活が安定し，安心して暮らすために，なくてはならないものだと思ったから。 

Ｋ・Ｙ（女） 支 私たちの生活，国を支えてくれていて，これからも支えてくれるのに必要だから。 

Ｋ・Ｋ（女） 国 私たちが国のために税金を納めていって，この国が成り立つと思いました。 

Ｓ・Ｃ（女） 国 国のためにもあって，国のためにもあるから，国全体に必要だと思った。 

Ｓ・Ａ（女） 国 国民一人一人が納めることによって安全・安心して暮らせるから。 

Ｓ・Ａ（女） 人 人がいなければ，払えないし，支え合ってもいけないから。 

Ｔ・Ａ（女） 支 国民が税金を払うかわりに国が日本全体を支えてくれていると思うから。 

Ｔ・Ｓ（女） 心 やっぱり税は必要だと思いました。 

Ｃ・Ｒ（女） 助 国や人を助けるために役立っているから。 

Ｎ・Ｗ（女） 心 （無回答） 

Ｗ・Ａ（女） 人 税金は，国民の安全，環境などを考えてつくられたから。 

 

７ 成果と課題（○成果 ●課題） 

  ○事前にプログラムされた指導計画を立案することで，円滑に指導を行うことができた。 

  ○様々な手立てを活用し，生徒の関心や意欲を高めることができた。 

  ●中学校社会（公民科）との指導計画にどのように折り合いをつけていくかが必要である。 

  ●ＧＴと事前の打ち合わせで，指導計画をもっと綿密に練ることが必要である。 
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